
は
じ
め
に

『

続
群
書
類
従』

巻
二
六
七
、
お
よ
び『
大
日
本
史
料』

第
二
編
之
二
に
は
、『

長
徳
二

年
大
間
書』

と
い
う
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、
朝
廷
に
お
け
る
除

目
の
際
に
欠
員
の
官
職
を
列
挙
す
る
大
間
書
と
い
う
文
書
で
あ
る
が
、
摂
関
期
と
い

う
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
他
史
料
に
現
れ
に
く
い
中
下
級
官
人
の

人
名
を
多
く
記
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
重
要
な
史
料
と
い
え
る
。

し
か
し
、『

長
徳
二
年
大
間
書』

の
書
誌
面
に
つ
い
て
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て
お
ら

ず
、
写
本
系
統
に
つ
い
て
も
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
の
ま
ま
で
あ
る

(

�)
。
さ
ら
に
、
現
行

の
活
字
刊
本
で
あ
る
続
群
書
類
従
本
に
は
脱
行
が
三
行
存
在
し
て
お
り
、
大
日
本
史

料
本
で
は
そ
の
う
ち
二
行
を
補
う
が
、
な
お
一
行
が
脱
行
の
ま
ま
残
さ
れ
る
な
ど
、

本
文
の
校
訂
に
つ
い
て
も
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
ま
ず『

長
徳
二
年
大
間
書』

の
諸
写
本
を
検
討
し
て
、
写
本

系
統
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
諸
写
本
を
比
較
校
合
し
て
新
し
い
本
文
を
提
供

し
て
い
く
。
な
お
、
校
訂
後
の
本
文
や
校
訂
注
、
写
本
系
統
図
な
ど
は
本
稿
末
尾
に

譲
り
、
以
下
で
は
ま
ず
諸
写
本
の
個
別
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

１

東
洋
文
庫
所
蔵
塚
本
文
書
本

―
附
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
―

ま
ず
、
東
洋
文
庫
所
蔵
塚
本
文
書
本

(

以
下

｢

塚
本
文
書
本｣

。
請
求
記
号
四
―

Ｅ
―
１)

を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
写
本
は
吉
備
郷
土
史
の
先
駆
者
、
塚
本
吉
彦
氏
の

旧
蔵
で
あ
り
、
昭
和
九
年

(

一
九
三
四)

刊
の
東
洋
文
庫
編『

岩
崎
文
庫
和
漢
書
目

録』

に
は
、｢

塚
本
文
書

(

平
安
朝
至
江
戸
初
期)

写
本

(

原
本)

六
軸
及
一
鋪｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
塚
本
文
書
本
は
鎌
倉
時
代
書
写
の
古
写
本
で
あ
り
、
現
存
す
る

写
本
全
て
の
祖
本
に
相
当
す
る
が
、
従
来
は
大
日
本
史
料
本
で
対
校
本
と
な
っ
た
の

み
で
あ
り
、
今
後
の
校
訂
で
は
底
本
と
し
て
利
用
す
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

塚
本
文
書
は
前
掲
目
録
の
通
り
六
軸
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
第
二
軸
が

『

長
徳
二
年
大
間
書』

で
あ
る
。
虫
損
が
激
し
い
た
め
現
物
は
実
見
で
き
な
か
っ
た
が
、

文
字
や
紙
継
の
状
態
は
東
洋
文
庫
所
蔵
写
真
版
の
紙
焼
き
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
塚
本
文
書
本
は
冒
頭
の
二
紙

(

行
数
で
は
三
七
行
分)

を
欠

い
て
お
り

(

�)

、
二
十
三
紙
か
ら
な
る
巻
子
本
と
な
っ
て
い
る
。
紙
背

(

一
次
利
用
面)

に
は
正
嘉
元
年
・
二
年

(

一
二
五
七
・
五
八)

の
年
紀
を
含
む
文
書
が
十
六
通
存
在

し
て
お
り
、
う
ち
十
四
通
は『

鎌
倉
遺
文』

の
補
遺
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
二
通
は

未
翻
刻
で
あ
る

(

�)

。
ま
た
現
状
で
は
紙
背
文
書
が
表
面
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本

来『
長
徳
二
年
大
間
書』

面
が
表
で
あ
っ
た
の
を
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
表
裏
を
逆
に

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

(

�)

。

こ
の
塚
本
文
書
本
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
江
戸
時
代
に
公
家
の
柳
原
紀
光
が
写
本

を
作
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
維
新
前
後
ま
で
は
い
ず
れ
か
の
公
家
の
家
に
伝

来
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
稲
葉
伸
道
氏
は
塚
本
文
書
本
の
紙
背
文
書
群
を
残

( ) 長徳二年大間書の本文と写本系統について (�瀬)1

�

瀬

憲

雄

長
徳
二
年
大
間
書
の
本
文
と
写
本
系
統
に
つ
い
て
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し
得
た
人
物
と
し
て
、
後
嵯
峨
院
政
期
の
伝
奏
・
後
深
草
天
皇
の
蔵
人
頭
左
大
弁
で

あ
っ
た
吉
田
経
俊
を
想
定
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
こ
の
想
定
は
、
塚
本
文
書
本
の
奥
書

｢

本

云
／
以
清
外
史
本
書
校
了
／
蔵
人
頭
左
大
弁
不
□

(

草
名)｣

と
も
対
応
し
て
い
る

た
め
、
塚
本
文
書
本
の
書
写
者
は
吉
田
経
俊
で
あ
り
、
塚
本
文
書
本
は
吉
田
家
に
伝

来
し
た
と
考
え
る
の
が
最
も
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
明
治
二
十
九
年

(

一
八
九
六)

ま
で
に
は
他
の
五
軸
と
と
も
に
塚
本
吉

彦
氏
が
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
り

(

�)

、
当
時
史
料
編
纂
掛
の
史
料
編
纂
委
員
で
あ
っ
た

三
上
参
次
が
、
同
年
二
月
二
十
九
日
〜
五
月
十
四
日
に
岡
山
・
広
島
へ
史
料
採
訪
し

た

(

�)

こ
と
を
契
機
と
し
て
、
翌
明
治
三
十
年

(

一
八
九
七)

に
東
京
で
影
写
本
が
作
成

さ
れ
た
。
こ
の
影
写
本
は
、
現
在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
し
て
い
る

(

請
求

番
号
三
〇
七
一
・
七
五
―
二)

。

そ
の
後
、
塚
本
吉
彦
氏
が
東
京
へ
移
住
し
て
大
正
五
年

(

一
九
一
六)

五
月
に
没

す
る
と
、
所
蔵
の
史
料
は
遺
族
が
手
放
し
た
た
め
散
逸
し
た
と
い
う

(

�)

。
塚
本
文
書
は

前
述
の
よ
う
に
、
昭
和
九
年

(

一
九
三
四)

刊
行
の『

岩
崎
文
庫
和
漢
書
目
録』

に
見

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
塚
本
吉
彦
氏
の
死
後
に
塚
本
家
の
手
を
離
れ
、
そ

れ
を
岩
崎
久
弥
氏
が
入
手
し
て
、
最
終
的
に
東
洋
文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。２

岩
瀬
文
庫
所
蔵
柳
原
本

続
い
て
、
岩
瀬
文
庫
所
蔵
柳
原
本

(

以
下

｢

柳
原
本｣

。
一
〇
四
函
一
〇
八
号)

を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
写
本
は
寛
政
九
年

(

一
七
九
七)

に
柳
原
紀
光
が
書
写
さ
せ

た
、
同
家
旧
蔵
の
冊
子
本
で
あ
り
、
奥
書
に
は

｢

右
長
徳
二
年
大
間
及
裏
文
書
等
、

命
家
不
違
文
字
書
体
令
書
写
了
。
未
曽
有
之
秘
書
也
。
堅
莫
出
窓
外
。
／
寛
政
九
年

三
月
三
日
正
二
位
藤

(

花
押)

(

朱
印

｢

紀
光｣)

／
同
日
比
校
了｣

と
あ
る
。

こ
の
柳
原
本
を
塚
本
文
書
本
と
比
較
す
る
と
、
塚
本
文
書
本
段
階
の
傍
書
や
誤
り

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
お
り
、
し
か
も
同
時
に
書
写
さ
れ
た
紙
背
文
書
が
塚
本

文
書
本
と
共
通
す
る

(

�)

た
め
、
柳
原
本
は
明
確
に
塚
本
文
書
本
の
写
本
と
断
定
で
き
る
。

さ
ら
に
、
前
述
の
よ
う
に
塚
本
文
書
本
は
冒
頭
の
二
紙
を
欠
い
て
い
る
が
、
柳
原
本

は
冒
頭
部
分
を
完
備
し
て
お
り
、
塚
本
文
書
の
冒
頭
が
失
わ
れ
る
以
前
に
書
写
さ
れ

た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
柳
原
本
は
塚
本
文
書
を
補
う
重
要
な
写
本
で
あ

る
が
、
残
念
な
が
ら
従
来
の
校
訂
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
後

の
校
訂
で
は
塚
本
文
書
を
欠
く
部
分
の
底
本
、
あ
る
い
は
塚
本
文
書
の
対
校
本
と
し

て
利
用
す
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

３

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
続
群
書
類
従
原
本

―
附
、
続
群
書
類
従
の
諸

写
本
―

続
い
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
続
群
書
類
従
原
本

(

以
下

｢

書
陵
部
本｣

。
四
五

三
函
二
号)

を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
写
本
は
、
明
治
十
六
年

(

一
八
八
三)

一
月
に

塙
忠
韶
が
宮
内
省
に
献
納
し
た
続
群
書
類
従
の
原
本
で
あ
り

(

�)

、
塙
家
が
書
写
・
清
書

し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
書
陵
部
本
は
、
柳
原
本
同
様
に
塚
本
文
書
本
の
傍
書
や
誤
り
を
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
継
承
し
て
お
り
、
塚
本
文
書
本
の
子
本
と
い
え
る
が
、
書
写
時
に
三
行(

二
四
〇
・

三
三
一
・
四
三
二
行)

を
脱
行
す
る
な
ど
、
続
群
書
類
従
刊
本
に
直
結
す
る
誤
り
が

新
た
に
発
生
し
て
い
る
た
め
、
写
本
の
質
は
必
ず
し
も
高
い
と
は
い
え
な
い
。

ま
た
、
書
陵
部
本
の
書
写
時
期
に
関
し
て
は
、
上
限
は
続
群
書
類
従
の
編
纂
が
表

明
さ
れ
た
享
和
三
年

(

一
八
〇
三)

で
あ
り
、
下
限
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵『

続
群
書
類

従
目
録』(

塙
家
に
お
け
る『

続
群
書
類
従』

の
編
纂
台
帳

(

�))

に
よ
れ
ば
明
治
九
年

(

一

八
七
六)

と
み
ら
れ
る
が
、
柳
原
本
と
比
較
す
る
と
冒
頭
部
の
虫
損
が
進
行
し
て
い

る
た
め
、
少
な
く
と
も
幕
末
に
は
下
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
明
治
期
に
書
写
さ
れ
た『

続
群
書
類
従』

の
写
本
と
し
て
の

『

長
徳
二
年
大
間
書』

が
、
内
閣
文
庫
・
静
嘉
堂
文
庫
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る

(
以
下
順
に

｢

内
閣
本｣

・｢

静
嘉
堂
本｣

・｢

編
纂
所
本｣)

。
こ
の
う

ち
静
嘉
堂
本
は
、
書
陵
部
本
を
宮
内
省
に
献
納
し
た
後
も
塙
家
が
所
持
し
て
い
た
清
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書
写
本
で
あ
り

(

	)

、｢

明
治
十
二
年
四
月
廿
六
日

筆
者

堀
田
幸
正
／
五
月
七
日
校

了

塙
忠
韶
／
同
年
六
月
内
務
省
納
清
書

堀
田
幸
正
／
対
校
検
閲

数
原
元
晴
／

同
十
七
年
五
月
七
日
加
一
校
了

(

花
押)

／
同
十
九
年
三
月
廿
三
日
修
史
局
納
一
校

了

筆
者
渥
美
義
路｣

と
の
奥
書
を
有
す
る
。
ま
た
内
閣
本
・
編
纂
所
本
は
明
治
政

府
な
ど
の
命
で
塙
家
が
清
書
し
た
も
の
で
あ
り

(


)

、
編
纂
所
本
に
は

｢

筆
者

渥
美
義

路
／
校
合

塙
忠
韶｣
と
の
奥
書
が
あ
る
。

以
上
の
三
本
は
、
従
来
は
書
陵
部
本
の
子
本
と
さ
れ
て
き
た
が

(

�)

、
い
ず
れ
も
書
陵

部
本
以
降
に
発
生
し
た
誤
り
を
共
有
し
て
お
り

(

�)

、
書
陵
部
本
と
の
単
純
な
親
子
関
係

で
は
な
い
。
こ
こ
で
静
嘉
堂
本
の
奥
書
を
参
照
す
る
と
、
ま
ず
静
嘉
堂
本
が
明
治
十

二
年

(

一
八
七
九)

四
月
に
書
写
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
同
年
六
月
と
明
治
十
九
年

(

一

八
八
六)

三
月
に
内
務
省
・
修
史
局
に
納
め
る
写
本
を
作
成
し
た
こ
と
が
判
明
す
る

の
だ
が
、
書
写
者
の
一
致
か
ら
も
修
史
局
に
納
め
た
写
本
が
編
纂
所
本
と
考
え
ら
れ

る
。
残
る
内
閣
本
に
関
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
書
陵
部
本
以
降
に
発
生
し
た
誤
り

を
静
嘉
堂
本
・
編
纂
所
本
と
共
有
す
る
一
方
で
、
三
四
一
行
の
脱
行
な
ど
編
纂
所
本

段
階
で
発
生
し
た
誤
り
は
継
承
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
静
嘉
堂
本
の
子
本
と
考
え

る
の
が
最
も
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

４

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
徴
古
雑
抄
本

続
い
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
徴
古
雑
抄
本

(

以
下

｢

徴
古
雑
抄
本｣)
を

取
り
上
げ
る
。
こ
の
写
本
の
存
在
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、『

徴
古
雑
抄』

巻

四
中
、
古
文
書
に
小
杉
榲
邨
に
よ
る
写
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
書
写
時
期
は
、
同

巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る『

保
元
四
年
大
間』

の
朱
奥
書
、｢

以
群
書
類
従
収
載
本
一
校

畢
／
明
治
十
年
四
月
三
日

枌
園｣

を
参
照
す
る
と
、
明
治
十
年

(

一
八
七
七)

四

月
初
旬
を
さ
ほ
ど
遡
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

徴
古
雑
抄
本
は
、
書
陵
部
本
で
発
生
し
た
三
行
の
脱
行
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
書
陵
部
本
の
子
本
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『

徴
古
雑
抄』

巻
四
中
、
古

文
書
に
は『

長
徳
二
年
大
間
書』

以
外
に
も
、『

保
元
四
年
大
間』

・『

享
徳
二
年
大
間』

・

『

天
文
廿
年
大
間』

と
い
う
正
続
群
書
類
従
所
収
の
大
間
書
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
小
杉
榲
邨
は
塙
家
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
大
間

書
類
を
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
徴
古
雑
抄
本
で
は
書
陵
部
本
の
虫
損
模
写
も
継
承
す
る
な
ど
、
原
則
と
し

て
厳
密
に
書
写
さ
れ
て
は
い
る
が
、
例
え
ば
二
四
三
行
の
よ
う
に
、
塚
本
文
書
本
・

柳
原
本
・
書
陵
部
本
が
い
ず
れ
も

｢

正
位
上｣

と
す
る
と
こ
ろ
を
、
徴
古
雑
抄
本
は

｢

正
□
位
上｣

(｢

□｣

は
虫
損
模
写)

と
す
る
な
ど
、
意
を
も
っ
て
文
字
や
虫
損
部

を
改
補
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

活
字
本

最
後
に
、
現
在
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
活
字
本
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。

現
行
の
活
字
本
は
続
群
書
類
従
本
と
大
日
本
史
料
本
の
二
種
で
あ
る
が
、
続
群
書
類

従
本
に
は
さ
ら
に
明
治
四
十
二
年

(

一
九
〇
九)

刊
の
経
済
雑
誌
社
本
と
、
昭
和
元

年

(

一
九
二
六)

刊
の
続
群
書
類
従
完
成
会
本
が
存
在
す
る

(


)

。
続
群
書
類
従
本
は
い

ず
れ
も
書
陵
部
本
を
底
本
と
し
て
お
り
、
続
群
書
類
従
完
成
会
本
は
経
済
雑
誌
社
本

を
改
訂
し
て
冒
頭
部
な
ど
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
改
訂
時
に
誤
植
と
み
ら
れ
る

誤
り
も
新
た
に
発
生
し
て
い
る

(

�)

こ
と
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
大
日
本
史
料
本
は
続
群
書
類
従
刊
本
を
底
本
と
し
て
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
の
塚
本
文
書
影
写
本
と
続
群
書
類
従
写
本

(

編
纂
所
本)

で
校
訂
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、｢

は
じ
め
に｣

で
言
及
し
た
よ
う
に
、
続
群
書
類
従
刊
本
の
脱

行
三
行
の
う
ち
二
行
を
補
っ
て
い
る
が
、
な
お
一
行
を
脱
し
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
三
一
四
行
で
は
影
写
本
の
誤
り
に
引
き
ず
ら
れ
、｢

正
暦
六
年
給｣

を

｢

正

暦
二
年
給｣
に
作
る
な
ど
の
問
題
も
存
在
し
て
い
る
。

( ) 長徳二年大間書の本文と写本系統について (�瀬)3
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お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は『

長
徳
二
年
大
間
書』

の
諸
写
本
を
検
討
し
た
。
本
稿
の
検
討
結

果
か
ら
改
め
て『
長
徳
二
年
大
間
書』

の
本
文
を
校
訂
す
る
と
す
れ
ば
、
基
本
的
に
は

塚
本
文
書
本
、
塚
本
文
書
本
を
欠
く
部
分
に
つ
い
て
は
柳
原
本
を
底
本
と
し
た
上
で
、

柳
原
本
・
書
陵
部
本
・
徴
古
雑
抄
本
を
対
校
本
と
す
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
、『
続
群
書
類
従』

の
本
文
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
所

見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。『

長
徳
二
年
大
間
書』

の
続
群
書
類
従
刊
本
と
塚
本
文
書
本
・

書
陵
部
本
を
比
較
す
る
と
、
続
群
書
類
従
刊
本
は
脱
行
を
含
む
誤
り
が
散
見
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
誤
り
は
書
陵
部
本
を
活
字
翻
刻
す
る
段
階
で
生

じ
た
も
の
も
あ
る
一
方
で
、
塚
本
文
書
か
ら
書
陵
部
本
を
筆
写
す
る
段
階
で
生
じ
た

も
の
も
少
な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
他
の『

続
群
書
類
従』

所
収
の
史
料
を
使
用
す

る
際
も
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
原
本
に
戻
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
可
能
で
あ
れ
ば

そ
の
祖
本
や
他
系
統
の
写
本
を
も
参
照
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
周
知
の
こ
と

で
あ
ろ
う
が
、
今
一
度
提
示
を
し
て
お
き
た
い
。

[

註]

(

１)

た
だ
し
、
そ
の
一
部
は
稲
葉
伸
道

｢

伊
賀
国
名
張
郡
梁
瀬
庄
・
黒
田
新
庄
と
院
家｣

(

同

『

中
世
寺
院
の
権
力
構
造』

岩
波
書
店
、
一
九
九
七
。
初
出
一
九
八
二)

参
考
史

料
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

(

２)
『

長
徳
二
年
大
間
書』

は
一
紙
あ
た
り
一
九
〜
二
五
行
書
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
三

七
行
の
欠
は
二
紙
分
に
相
当
す
る
。
な
お
、
紙
背
文
書
の
比
較
か
ら
も
二
紙
分
の
欠

と
判
明
す
る
。

(

３)

未
翻
刻
の
文
書
は
、
某
年
七
月
十
四
日
付
権
大
僧
都
書
状
・
正
嘉
二
年
十
一
月
日

付
藤
原
通
明
仏
供
灯
油
米
請
文
で
あ
る
。

(

４)

な
お
、
東
洋
文
庫
で
は
塚
本
文
書
の
補
修
等
は
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
塚
本
吉
彦
氏
に
よ
り
表
裏
逆
と
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

(

５)

稲
葉
伸
道

｢

伊
賀
国
名
張
郡
梁
瀬
庄
・
黒
田
新
庄
と
院
家｣

(

注
１
前
掲)

。

(

６)

塚
本
文
書
は
、
第
四
軸
は
曼
荼
羅
が
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
い
ず
れ
か
の

密
教
寺
院
の
旧
蔵
と
見
ら
れ
る
が
、
残
る
第
一
・
三
・
五
・
六
軸
は
単
行
文
書
を
軸

装
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
括
し
た
史
料
群
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
塚
本
吉
彦
氏
が

個
別
に
購
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

７)
『

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
史
史
料
集』

(

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
〇
一)

五

六
〇
頁
以
下

｢

史
料
採
訪
一
覧｣

。
な
お
、
第
三
軸
付
属
書
状
に
よ
れ
ば
、
塚
本
文
書

は
明
治
二
十
九
年

(

一
八
九
六)

十
一
月
二
十
二
日
に
東
京
大
学
に
て
天
覧
に
供
さ

れ
て
い
る
。

(

８)

妹
尾
裙
編
著『

備
前
岡
山
人
名
彙
海』(

備
前
岡
山
人
名
彙
海
刊
行
会
、
一
九
三
三)

二
〇
九
頁
、
塚
本
吉
彦
の
項
。

(

９)

た
だ
し
、
書
写
順
は
文
書
ご
と
と
な
る
よ
う
に
改
め
て
い
る
。
ま
た
、
塚
本
文
書

が
欠
く
二
紙
分
の
紙
背
文
書
も
存
し
て
い
る
。

(

10)

石
井
英
雄

｢

続
群
書
類
従
の
編
纂
刊
行
と
そ
の
欠
巻
に
つ
い
て｣

(『

続
群
書
類
従』

三
四
附
載
、
一
九
六
九)

。

(

11)

川
瀬
一
馬

｢

続
群
書
類
従
の
編
纂｣

(

同

『

日
本
書
誌
学
之
研
究』

大
日
本
雄
弁
会

講
談
社
、
一
九
四
三
。
初
出
一
九
三
二)

。

(

12)

石
井
英
雄

｢

続
群
書
類
従
の
編
纂
刊
行
と
そ
の
欠
巻
に
つ
い
て｣

(

注
9
前
掲)

。

(

13)

石
井
英
雄

｢

続
群
書
類
従
の
編
纂
刊
行
と
そ
の
欠
巻
に
つ
い
て｣

(

注
9
前
掲)

で

は
、
内
閣
本
は
元
教
部
省
本
、
編
纂
所
本
は
史
料
編
纂
掛
本
と
さ
れ
て
い
る
。

(

14)

石
井
英
雄

｢

続
群
書
類
従
の
編
纂
刊
行
と
そ
の
欠
巻
に
つ
い
て｣

(

注
9
前
掲)

。

(

15)

例
え
ば
、
二
八
七
行
で
は
書
陵
部
本
は

｢

宗
我
如
時｣

と
す
る
が
、
三
本
は
と
も

に

｢

字
我
如
時｣

に
作
る
。

(
16)

『

続
群
書
類
従』

の
活
版
化
に
関
し
て
は
、
石
井
英
雄

｢

続
群
書
類
従
の
編
纂
刊
行

と
そ
の
欠
巻
に
つ
い
て｣

(

注
9
前
掲)

参
照
。

(

17)
例
え
ば
、
七
二
行
で
は
続
群
書
類
従
完
成
会
本
以
外
は
全
て

｢

木
工
寮｣

と
す
る

が
、
続
群
書
類
従
完
成
会
本
の
み
は

｢

大
工
寮｣

に
作
る
。
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